
 

別紙１  

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

  弊社は、住友の事業精神を踏まえ、「我々は世界の変化を先取りし、独自性の

ある自由な発想で驚きを提供し、自らも成長し続けることにより、地球と人々の

くらしに潤い（ＵＲＵＯＩ）を与えます」をグループ企業理念とし、独自性に富

んだ高度な技術を駆使した特色のある質の高い製品とサービスを提供し、持続可

能な社会の形成に貢献いたします。  
また、事業の推進にあたってはレスポンシブル・ケアの精神に従い、最優先課

題として以下の事項に取り組みます。 

１．コンプライアンスを基本として、企業の社会的責任を果たすことにより、社会からの

信頼を高め、安心を提供する。 
２．環境マネジメントシステムを効率的に運用し、日々の改善、技術改革に努める。 
３．効率的な生産活動の推進と環境にやさしい原材料への転換に努め、製品の開発から 

廃棄に至るあらゆる過程において、環境負荷の低減を行い、地球環境との調和を図る。 
４．活動状況を社会に公表し、株主・取引先・地域社会等、全てのステークホルダーとの

コミュニケーションを行う。 
年度毎の活動計画および活動状況報告は、弊社のホームページ、ＣＳＲ報告書 

等により公表いたします。 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

  以下の環境保全活動に関する管理組織を推進母体として活動いたします。 

             （責任者：所長、部長、課長、チームリーダー） 

工業薬品課 

精密化学品課 

ファインガス課 

                開発研究所 

環境管理責任者        生産技術研究所 

別府品質保証課 

技術室 

生産技術部 

工場長       安全環境      別府生産技術部 

   （統括管理）     管理者会議    設計工務部 

機器システム品質保証課 

保全部別府保全課 

知的財産部 

業務部 

総務人事室 

ガス事業部 

STS㈱構内ｻｰﾋﾞｽ部購買ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

安全環境部 

 



別紙２ 

２ 環境保全活動の実施状況等 

項 目 取組結果 今後の取組計画 

自動車公害 

対策 

1. 原材料調達で最適な輸送手段（貨物列車、船舶

など）を採用し、帰り便を有効利用している 

2. 車通勤を減らすため、社用通勤バスを利用 

3. 出張用、広報用車両に、電気自動車を使用 

4. 朝の定期立番で、通行ルート、交通マナーのチ

ェックを実施 

・ 物流部門で輸送管理、社

内研修を継続する 

・ 社用車更新時に電気自動

車を導入していく 

化学物質対策 

1. 高濃度ＰＣＢ廃棄物の処分完了 

2. 有機溶剤、騒音等の作業環境測定を実施 

3. 工場排水の連続監視 

（連続監視計測機器の測定異常を未然に防 

ぐため、定期点検を継続） 

・ 低濃度ＰＣＢ廃棄物の処

分完了 

・ 排水監視を安定させるた

め、簡易測定(ﾊﾟｯｸﾃｽﾄ)を

併用する 

エネルギー 

対策 

エネルギー使用量は、前年同等であった 

1. 蒸気回収による余剰蒸気の再利用 

2. 赤外線モニタで点検し、断熱不良箇所

の補修を実施 

3. 照明器具をＬＥＤへ更新（水銀灯・蛍

光灯：23灯）、空調機計画更新（14台） 

以下の継続取組 

・ 高エネルギー原単位プロ

セスの計画改善 

・ 高効率電気機器への更新 

・ 節電対応 

廃棄物対策 

廃棄物発生量は、前年より約1％増加した 

1. 分別徹底による廃棄物発生量の抑制 

2. 自社焼却処理による外部委託量の削減 

3. 外部処理委託先の適正な選定 

4. 電子マニフェストによる処分廃棄物の適正

管理（許可有効期限、処理完了の確認） 

以下の継続取組 

・ 廃棄物発生量の減少 

（有価物化、リサイクル、 

分別徹底） 

・ 埋め立て量の抑制 

緑化対策 
1. 緑地樹木の計画剪定による維持管理 

2. 工場内緑地帯の維持管理 

・ 継続取組 

・ 緑地帯の整備 

グリーン購入 
1. 顧客からの環境影響調査に関する回答 

2. 再生製品の優先購入（再生紙等） 
・ 継続取組 

環境マネジメ 

ントシステム 

第5回更新後第2回維持審査を受審し、合格 

1. 環境マネジメントシステムの継続的改善 

・ 第6回更新審査を受審 

・ 内部環境監査員養成研修

を実施する 

環境教育 

1. 工場従業員へ海域へのプラスチックの影響、省

エネ管理に関する集合教育を実施し、環境意識

の向上を図った 

2. 社内掲示、管理者会議などで環境活動を啓蒙 

・ 毒物及び劇物の適正管理

に関する教育を実施する 

地域社会 

への参画 

1. 総合防災訓練を実施（地域への公開は、コロナ

ウィルス感染防止対応により見送り） 

2. 播磨町夏休みおもしろ教室での学童教育も、コ

ロナウィルスへの対応で中止している 

・ 工場周辺の構外清掃活動

を実施する 

・ コロナウィルスの状況を

見ながら、地域貢献行事

を計画していく 

環境コミュニ 

ケーション 

1. ＣＳＲ報告書の発行 

2. 自社産業廃棄物焼却炉の維持管理情報を毎月

ホームページで公開 

・ 継続取組 

 


